
「2026年 春のサロン」を上記日程にてオンライン形式で開催いたします。この春は、一般財団法人沖縄美ら島財団 琉球文化財研究室 室長
兼上席研究員、幸喜 淳（こうき あつし）氏をお招きし、今年秋に再建完成を予定している首里城正殿（沖縄県那覇市）の色彩についてお話し
いただきます。平和という文脈において親和性の高い両都市であるがゆえ、当研究会でのご講演を、たいへん喜ばしく感じています。
皆さまのご参加をお待ちしております。

PC研 春のサロンのご案内

2026年4月17日（金）
広島パブリックカラー研究会 会長 柏尾浩一郎

講師／幸喜 淳 氏   

開催方法　オンライン（ZoomによるLIVE形式）

19:00より

無料
●会員の方

￥ 2,000
●一般の方

※今回はオンライン開催のため、一般の方の参加費は銀行振込となります。
　振込手数料につきましては、恐れ入りますが参加者様のご負担にてお願いいたします。
※この機会に入会される方は、今回より会員様価格でご参加いただけます。入会をご希望の方は、事務局までご連絡ください。
※オンライン参加用のパスワード等は、当日までにメールにてご連絡いたします（一般の方は前日までにご入金の確認が取れた方を対象）。

色彩生活コーポレーション株式会社内 松崎    Tel 082-511-7607

4月17日（金）春のサロンに

● 参加します
（電話番号： ）

）（E-mail：

氏名

所属（会社名）

他参加希望の方

※一般の方には、参加費のご入金情報を折り返しご案内いたします。
※準備の都合上、4月15日（水）までにお知らせください

082-511-7606pcken.jimukyoku@gmail.com参加連絡はMailかFAXで
氏名・所属・連絡先・同伴者名・会員種別をお忘れなく

事務局・連絡先

会員種別

（　会員 ・ 一般 ・ 新規入会希望　）   

FAXでのお申し込み後、3日以内に受付完了の連絡がない場合、
お手数ですが、事務局までお電話ください。

沖縄の歴史・文化を象徴する首里城。その正殿は2019
年の火災からの再建が進み、2026年秋の完成を予定し
ています。
正殿の塗装には、古文書に記載されていた記述を基に再
現した「久志間切弁柄（くしまぎりべんがら）」が使われ
ています。本サロンでは、この琉球産弁柄の話題を中心
に、新たに得られた知見などを加えて再建される首里城
正殿についてお話しします。
※弁柄（べんがら）…酸化鉄を主成分とする、赤色顔料の一種。

首里城正殿の再建について
～琉球産弁柄を中心に～

春のサロン講演会
  

（こうき あつし／
　一般財団法人沖縄美ら島財団 琉球文化財研究室 室長兼上席研究員）

1974年沖縄県具志川市安慶名（現うるま市安慶名）生まれ。沖縄国際大学大学院地域文化研究科南島文化専攻を修了後、
沖縄県教育庁文化課、沖縄県公文書館で美術工芸、沖縄史に携わる。2003年より、財団法人海洋博覧会記念公園管理財
団に主事として勤務。その後、海洋博公園管理センター、首里城公園管理センターを経て2019年、総合研究センター琉
球文化財研究室室長補佐に就任。現在は同研究室室長として勤務。沖縄史に関わる多くの調査・執筆のほか、首里城に関
わる講演も多数実績を持つ。

広島パブリックカラー研究会
https://pc-ken.wixsite.com/home

（幸喜 淳）


